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論文の内容の要旨
　確率的な価値をもって次々に現れるチャンスに対し，最大隈の総価値を獲得するために手持ちの資源をどれだ
けずつ投入していくかという問題を「逐次配分問題」という。本研究では，離散的時刻に現れるチャンスに対し
離散的資源を逐次に配分する問題において，総期待利益を最大にするような最適決定ルールを考察する。逐次配
分問題における資源配分の方法には，目前のチャンスに対して複数単位の資源を一気に投入することができる
vo11ey戦略と，1単位ずつ結果を見ながら投入するshoot－1ook－shoo定戦略の2通りが考えられるが，本論文では
後者を取り挙げている。
　本論文では，shoot－1ook－shoot戦略による資源の逐次配分問題を，以下のような狩猟問題として扱っている。
初めにづ発の弾と士日の狩猟期問を与えられた猟師が毎日猟に行く。1日には高々ユ頭の獲物しか現れないと仮
定し，獲物の価値ω（獲物が現れない場合は0とする）の確率分布関数F（ω）（Oくω≦ユ）が与えられている。
また，弾が獲物に当たる確率gと，弾が当たらなかったとき獲物が逃げる確率γも与えられている。ある日，猟
師が価値ωの獲物を見つけたとする。彼は，この獲物を撃つに値すると判断すれば1発の弾を撃つ。弾が獲物に
当たれば利益ωを得て，その日は猟を終える。弾が当たらず，獲物も逃げなかった場合，もしまだ弾が残ってい
れば，もうユ発の弾を撃つかどうか判断する。獲物が逃げるか，弾がなくなったか，あるいはもう撃たないと判
断する場合はその日の猟を終える。これを狩猟期問のあいだ毎日繰り返す。得られた獲物の価値は1日毎の割引
率β（O＜β≦1）で滅少する。これを「基本モデル」とよぶ。弾を撃つかどうかの判断は，残りの狩猟期問τ
と残りの弾の数づに依存する射撃臨界関数伽（｛）に対し，獲物の価値ωがω；≧伽（づ）なら撃ち，ω＜伽（づ）なら
撃たないというルールに基づく。この臨界関数伽（｛）の形を，上記の基本モデルと，その3通りの変形モデル
について調べたのが本論文の研究である。
　各章の内容は次のとおりである。第1章では，逐次配分問題の現実的な例を示し，過去の研究を分類して紹介
している。第2章では，基本モデルと3つの変形モデルについて統一的に，期待利得の時問的変化を定式化し，
後の章で用いられる定理を確立する。第3章では，上記の基本モデルについて伽（づ）が｛の減少関数であるこ
とを理論的に導く。この結果は，連続的時聞の逐次配分問題に対する既知の結果（1976）が離散的時問の場合に
も成り立つことを示したものである。第4－6章では，それぞれ，基本モデルをより現実的に変更したモデルを
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提案している。第4章では，毎日猟に行くために一定の費用。を支払うモデルを扱う。猟師は獲物を撃つかどう
かの判断の前に，猟に行くかどうかの判断をする。このとき，伽（｛）が‡，β，g，γ，および。をパラメータと
する｛の関数として数値的に示され，｛の減少関数ではない場合が見つけられる。第5章では，猟師が狩猟期聞
の途中で弾の数が残り少ないと感じれば，例発の弾を代金αを支払って補給することができるモデルを考える。
このときもτ，β，q，γ，伽，およびαをパラメータとする伽（｛）が｛の減少関数でない場合が数値的に示される。
第6章では，残りの狩猟期問と弾の数に価値を与え，猟師が毎日の終りに，翌日からの狩猟をやめるかどうかを
判断するモデルを扱う。狩猟をやめる場合は，残りの狩猟期間玄日と残りの弾の数づに応じた終端利得見（づ）
を受け取るとする。適当な馬（｛）の関数形を仮定して，伽（づ）をτ，β，g，γ，oをパラメータとしてづの関数
として描くと，やはり｛の減少関数でない場合があることが示される。最後の第7章では，本研究で調べたモデ
ルを簡単にまとめた後，Vo11ey戦略を用いる場合の定式化と研究の方向が示唆されている。
審査の結果の要旨
　Shoot－1ook一曲oot戦略による資源の逐次配分問題は，本論文で基本モデルとよばれているものが1970年代に連
続的時問を仮定して研究され，射撃臨界関数が残りの弾の数の減少関数となることが理論的に示されている。本
論文の貢献は，離散的時間を仮定して，基本モデルについてその性質を理論的に確認し，さらにそれを変形した
3つのモデルにおいてはそれが必ずしも成り立たないことを数値例で示したことである。基本モデルに対して得
られた単純な性質が現実的なモデルでは成り立たないことは，モデルを複雑にしてパラメータの値を変化させれ
ば特異な性質が現れても不思議ではないと思われるが，著者はこれを合理的に説明できるものであると主張して
おり，単純に「特異な解は間違った解である」と判断することの危険性を戒めている。しかし，このような方向
での研究の発展性には疑問がある。本論文では射撃臨界関数が与えられたパラメータ群のいろいろな設定値に対
して描かれているが，その計算の複雑性の議論が無いので，果たして猟師がこの関数値をタイムリーに計算でき
るかどうか明らかではない。本論文の構成と英文による表現はよくできている。
　本論文の第4章は既に審査付き論文誌に掲載されており，第5および6章もそれぞれ審査付き論文誌に掲載予
定である。これらの論文がすべて単著であることは，著者が独力で問題を発見し解決する研究能力がることを示
すものである。
　よって，著者は博士（経営工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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